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19歳以下における在宅人工呼吸指導管理料
算定件数と訪問診療料の推移

世界一になった新生児
の救命率

新生児の
死亡率

増えない出生率⇒少子化対策に周産
期医療と小児救急医療の整備は必須

しかし、在宅の人工呼
吸器装着児が
5年で10倍に増加

医療の進歩
が医療的ケ
ア児を生ん
だが社会制
度が追いつ
いていない

歩けて話せ
る重い医療
的ケア児

平成26・27年度厚生労働科学研究費補助金研究 「小児在宅医療の推進に関する研究」－研究の背景－

2016年3月 研究代表者 前田浩利
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平成26・27年度厚生労働科学研究費補助金研究 「小児在宅医療の推進に関する研究」－方法・結果－

2016年3月 研究代表者 前田浩利

在宅医療の対象となる児者（医療的ケア児者）は重症心身障害児者という概念を超えているので「高度医療依存児者」と呼び
「日常的に医療ケアまたは医療デバイス（医療機器）がなければ生きられず、常時見守りが必要な児者」と定義する

実数調査WG：高度医療依存児者の概数の把握
生活支援WG：支援の必要性を適切に評価し医療と福祉をつなぐ仕組み
地域包括ケア・連携パスWG：病院と地域、病院と病院をつなぐ仕組み
人材育成：地域で働ける医療者育成、医療と協働できる福祉職育成
多職種連携ICT：地域と病院、地域の多職種をつなぐICT

【結果】
・高度医療依存児：13000名
者：4000人

・医療依存度、見守り度、家
族背景を加味した支援量
決定の仕組み

・地域と病院が繋がり、人材
が交流しながら育つ仕組み

・実務を効率化する連携ICT
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